
1 審議会資料説明
第１章 前回の審議会の振り返り
・滑川町は使用料改定対象事業（公共・農集）が、小川町・嵐山町に比べ基準外繰入金を充当している
・基準外繰入金を充当すると、町全体の社会保障費や社会資本整備費に充当できなくなる可能性が
あり、削減を考えていく必要がある
・各事業の使用量は、公共下水道事業は県内団体平均より高いが、他団体の使用料改定の動きと
市野川流域下水道維持管理負担金の改定が令和８年度にあり、支出増が予測されるため、
使用料改定が必要である。
・農業集落排水事業は、県内団体平均でも使用料が低いため、収益悪化の要因となっている。
・県内では過去５年以内で１１団体が改定、今後も増加が予想される。
・将来の収益は、計画最終年度の令和１６年度では対象事業で約50,000千円の赤字となり、累積赤字も
蓄積する
・年間の赤字では、約1.6億円毎年経常する
・利益が計上できないと、
　①企業債の借入を減らし、将来負担の軽減ができる
　②将来使用料改定をしない、もしくは改定率を軽減できる

２．経費削減策について
・今後ストックマネジメント計画を策定し、計画的な維持管理を行う
・不明水の削減を実施する

３．使用料改定時　体系イメージ　現行との差異
・1か月20㎥あたり　25％改定 575円　30％改定 690円　35％改定 805円　40％改定 920円
・2か月40㎥あたり　25％改定 1,150円　30％改定1,380円　35％改定 1,610円　40％改定 1,840円

2 審議会資料について質問
檀原委員
使用料算定期間と先行投資についての考え方について

　 滑川町
下水道使用料の手引き（2016年）版を参考とし、事業が落ち着いた令和8年度から5年間を設定
使用料が若干増加の予定だが、下水道の維持管理費が上がるため、差分を使用料改定で補っていきたい。

檀原委員
流域下水道維持管理負担金は見込んでいるのか
滑川町
流域下水道維持管理負担金は今回の改定率と過去の実績で設定
各経費はP23で詳細記載したが、職員給与費は人事異動を勘案して過去の平均値で試算
職員給与費以外の経費は、物価高騰を見込んで例年１％増加とした

矢部委員
嵐山町・小川町が滑川町より基準外繰入金が低い理由
下水道事業以外の事業でも比較しているがどうなのか
滑川町
嵐山町は農業集落排水事業をやっていないが、小川町はやっているため２事業で検討してほしい
使用料改定の検討は公共下水道事業と農業集落排水事業について改定を検討
浄化槽事業は違う料金算定のため今回は改定しない
嵐山町・小川町も同じタイミングで使用料改定を行う
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2 審議会資料について質問
内田委員
不明水の繰出金について農業集落排水事業で計上しているが公共下水道事業ではないのか
滑川町
実際流域下水道に関する不明水は公共下水道事業が対象のため、今後見直しを検討する

内田委員
小川町の下水道料金はなぜ滑川町より安いのか
滑川町
基準内繰入金を多く貰っている、企業努力をしていることが想定される

小澤委員
不明水の調査をしているのか、原因究明できているのか
滑川町
調査は毎年度実施中だが原因究明には至っていない

矢部委員
不明水に係る費用は町からの補助を貰っている認識でよろしいか
滑川町
町からの補助は貰っているが全額は貰っていない
雨水に係る処理として不明水の補助を貰っているため全額を計上していない

大塚委員
不明水の処理は公共下水道事業と農業集落排水事業で違うので
公共下水道事業での不明水に係る経費の補助を貰うべきでは
滑川町
今後は見合った金額を計上できるよう検討する

檀原委員
　 令和８年度以降の使用料収入はどういう考え方か

滑川町
P21.22は現行使用料を踏まえて試算している

吉野会長
滑川町のP7.8は税込、P31は税抜のため表現を統一してほしい
実際の支払った額（税込）で表示をして欲しい
滑川町
次回以降の資料では統一する

稲葉委員
管路は30年を過ぎているが、老朽化に伴い不明水が流入する可能性があるが、
今後管渠の入れ替えを考えているのか
滑川町
今後更新計画を立てたうえで対応を検討する

3 次回審議会
1月20日週で考えている
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